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1.研究背景と目的 
本研究では山地上流に位置する人為的影響の少ない

停滞水域の猿谷ダム 1)において，各栄養塩 T-N（全窒
素）・リン・ケイ素といった栄養塩を示す水質項目に加

えて，植物プランクトン・各栄養塩・有機態窒素・無機

態リン・DO（溶存酸素）などの項目について，相互関
係を調べ，水質変化の機構を詳細に考察することを目的

とする． 
2.流域の概要 
猿谷ダムは奈良県吉野郡大塔村に位置している．猿谷

ダム流域全体の土地利用状況は森林で占められており，

ダム湖内の水質に対する人為的影響は少ないと考えら

れる． 
 猿谷ダムの水質調査日は，2005年度 3月 31日，6月
6日，6月 30日，8月 5日，10月 18日である．調査地
点は，ダム堤体近くの「ダムサイト」，天ノ川上流の「広

瀬橋」，天ノ川とは別にダムに流入している河川の「中

原川上流」の 3地点である（図-1参照）． 
 

図-1猿谷ダムの調査地点 
 
 
 

3.栄養塩・植物プランクトンの変化 
図-2 に各地点の窒素形態とプランクトン個体数の変
化を表す．猿谷ダムにおける窒素形態を見てみると 6
月 6日，10月 18日にダムサイト上層でプランクトンな
どの生物に取り込まれている粒子性有機態窒素である

PON（Particle Organic Nitrogen：PO-N）が高い濃度
で測定された．しかし，6 月 30日は，プランクトンが
増加しているのにもかかわらず，PON は増加していな
かった．この原因としてダムサイト上層において 6月 6
日に観測されたPONは植物プランクトンよりもむしろ
有機物の残骸であったと考えられる．この有機物の残骸

が分解され，無機態窒素になる．その無機態窒素を利用

して植物プランクトンが増加したが，それによって増加

したPONよりも分解された有機物のほうが多かったた
めに PON の値が減少したと考えられる．また，10 月
18日に PONの値が高かったのは 10月 18日の調査時
に雨が降っており，その影響で上流から枯葉等の有機物

の残骸がダムサイトに流れたため，値が高くなったと考

えられる．6 月 6 日，30 日にはダムサイト上層・中層
でプランクトン個体数の増加が見られた．低層や中原川，

広瀬橋にも若干の増加は見られるが，もともとの個体数

が少ないため，あまり個体数の変化は見られなかった．

また，10月 18日を見てみるとダムサイト上層でプラン
クトン個体数が減少している．これは図-3 に示すよう
に夏季のダムサイト内では上層，低層に水温差が見られ，

水温差によって水温成層が発生し，その水温成層の発達

により，鉛直方向の水質が混合することが抑制されるが，

秋になり水温成層が破壊され，鉛直混合が行われたこと

と，調査時に雨が降っていたために，上層にいたプラン

クトンが雨に流される等の影響により減少したと考え

られる．また，水質に悪影響を及ぼす藍藻はどの地点で 
も観測されなかった． 
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図-4に各地点におけるケイ素の季節変化を示す．ダム
サイト上層においてケイ素は 3月 31日から 6月 30日
まで減少していき，その後増加した．これは春のブルー

ムにより植物プランクトンに取り込まれて減少したと

考えられる．一方，ダムサイト中層を見てみると 2005
年 6月 30日に値が増加し，8月 5日に減少して 10月
18 日に増加していた．中原川では他の地点より常に高
い濃度であった．ダムサイト低層，広瀬橋では大きな変

化は見られなかった．ダムサイトと広瀬橋でのケイ素の

濃度にはあまり差は見られなかったが，中原川とダムサ

イトの濃度には差が見られた． 

 
 
図-2各地点における各種窒素の濃度変化とプランクト

ン個体数の変化 
 

4.結論 
ダムサイト内部での窒素形態は植物プランクトンに

よる影響で PONが変化するのではなく，外部からの枯
葉等の有機物の流入による影響を受けて大きく変化し

ていると考えられる． 

また，ケイ素は通常ダムサイト外からの流入によって

のみ供給され，中原川とダムサイトの濃度には差が見ら

れたことからダムサイト内ではケイ素が消費されてい

ると考えることが出来る． 
 

 
図-3各地点における水温の変化 

 

図-4各地点におけるケイ素の変化 
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